
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸで作成極点図を用いてｒａｎｄｏｍ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２３年０１２月２５日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

ｒａｎｄｏｍが含まれている極点図のＯＤＦ解析結果からｒａｎｄｏｍ定量が行える事が知られている。 

  では、ｒａｎｄｏｍが含まれる極点図からｒａｎｄｏｍが推定できるか解析を行ってみます。 

  

評価データ 

ＭＴＥＸにより、（ｃｕｂｅ＋Ｂｒａｓｓ＋Ｓ＋Ｃｏｐｐｅｒ＋Ｇｏｓｓ）とｒａｎｄｏｍと含有量を

変化させ調べてみる。 

  CS= crystalSymmetry('cubic') 

SS = specimenSymmetry('1') 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

  

  Ori1 = orientation.byMiller([1 0 0],[0 0 1],CS) 

Ori2 = orientation.byMiller([1 1 0],[1 -1 2],CS) 

Ori3 = orientation.byMiller([1 3 2],[6 -4 3],CS) 

Ori4 = orientation.byMiller([1 1 2],[-1 -1 1],CS) 

Ori5= orientation.byMiller([1 1 0],[0 0 1],CS) 

ODF=0.2* unimodalODF(Ori1,psi)+0.2* unimodalODF(Ori2,psi)+ 

0.2* unimodalODF(Ori3,psi)+ 0.2* unimodalODF(Ori4,psi)+ 

0.2* unimodalODF(Ori5,psi) 

 ｒａｎｄｏｍＯＤＦ 

  randomODF = uniformODF(CS,SS) 

  

 ODFと randomODFの比率を変えた ODFを作成し極点図をＥｘｐｏｒｔする。 

 h = {Miller(1,1,1,CS),Miller(2,0,0,CS),Miller(2,2,0,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

 

実際のサンプルでｒａｎｄｏｍ評価を行う場合、正確なバックグランド除去が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで計算された完全極点図 
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規格化不完全極点図（１５－＞９０） 
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規格化により最小値（ｒａｎｄｏｍレベル）が増えている。ＯＤＦ解析が必要です。 

このデータを各種ＯＤＦで解析を行う。 

 

 



ＭＴＥＸによる解析 
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ＬａｂｏＴｅｘ 

 ＬａｂｏＴｅｘでは複数の極点図を表示すると個々の最小値が分からないため 

 Ｅｘｐｏｒｔし、GPPoleDisplayで表示 
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NewODF 
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ＯＤＦ方位密度とｒａｎｄｏｍ 

 

本比較を行うため（ｎｅｗＯＤＦデータはＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ変換サポートなし） 

ＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘはＯＤＦ解析をＴｒｉｃｌｉｎｃで解析、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ変換 

ｎｅｗＯＤＦは、ＯＤＦ解析をＯｒｈｏｒｈｏｍｂｉｃで行った 

 

 ｎｏｒｍＯＤＦは、ＯＤＦ方位密度１：２：４の比率を２：２：２に補正 

 



まとめ 

 

規格化不完全極点図 

  

 今回、５本の方位で極点図を作成しているため、規格化しても、最小値のブレは少ない。 

 

不完全極点図から ODF解析を行った再計算極点図の最小値と GPODFDisplayで計算を行った random値 

 

極点図の最小値、ＯＤＦ解析の randomLevelから random定量が行える。 

ＭＴＥＸでシュミレーションを行った極点図では、ＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘは正確な計算が行われている。 

極点図の最小値と GPODFDisplayで計算するｒａｎｄｏｍレベルと一致しています。 

又、不完全極点図の最小値がｒａｎｄｏｍ％とほぼ一致している。 

ＮｅｗＯＤＦはＭＴＥＸで作成した極点図では相性が悪く、ゴーストが多くなるためｒａｎｄｏｍ解析に適して

いない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


